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はじめに
　「ユビキタス」は、現在よく耳にするようになった言葉だが、その歴史は四半世紀にも及び、さまざまな紆余曲折があります。
　今回はその言葉の意味と歴史、実際にユビキタスが活用されている具体的な例を元に、より良いユビキタス社会にするにはどういう意識が必要か考察したい。

ユビキタスとは
　もともとの語源はラテン語で、「どこにでも神は存在する」という意味である。
　現在では、元来の意味は特に意識されていない。いつでもどこでも誰でも恩恵を受けることができる技術、環境、社会を指す言葉として使用されている。
　コンピューター技術が発展した現在では、コンピュータを介して指示することで、遠く離れた場所に存在するものを機能させることができる。その結果、身近なものから遠く離れたものまで、隔たり無く自在に操ることができるようになった。「ユビキタス」はこのような状況、社会を指して使用されている言葉である。

ユビキタスの歴史
　「ユビキタス」はコンピューターによる社会や、業務の統制が実現されてきた1991年ごろから、アメリカで使われ始めた言葉である。
　しかし、この言葉が日本に伝わった際には、日本語のアレンジにより「指来す」つまり、「どんなに離れていても指が届くように」という意味に解された。このことが、よりこの言葉を身近に感じさせる一因となったと言えよう。
　日本では、各企業が一団となり、大学の研究者も協力して、建築、家電、コンピューターに至るまで、さまざまなプロジェクトが発足した。日本でこのようなプロジェクトが発足したのは、「ユビキタス」という言葉が使われだす5年以上も前のことであった。その後、さらなる開発、発展が成され、現在に至る。

ユビキタスの具体例
　さて、さまざまな意味や歴史を持つユビキタスだが、ひとえに「ユビキタス」と言われても、ピンと来ない人も多いかもしれない。しかし、実は私たちは既に、この言葉の意味するものに触れてると言える。
　現在、私たちが最も身近にユビキタスに触れている例として、携帯電話が普及している社会、携帯電話から受ける恩恵が挙げれる。
　私たちは携帯電話を利用することで、気軽に辞書機能を利用したり、インターネットから情報を得たり、電卓で計算したり、他者と通話したり、メールで複数の人々との意思疎通が可能になった。当たり前に使用されているが、まさに魔法のツールと言える。近年では支払いまで済ますことができる財布の機能まで搭載するものまで出現しており、これからもさらに応用範囲を広げることが予測される。
　携帯電話以外では、ICタグを使った商品管理や、電車の定期券として利用できるICカードなども挙げられる。
　このように、私たちは日々無意識にユビキタスの恩恵を受けていると言える。

ユビキタスがもたらす未来像
無限の可能性
　ユビキタスは無限の可能性を秘めている。
　例えば、携帯電話やパソコンが、学校や会社にいながら、希望する場所や物の遠隔操作を可能にするリモコンの役割を果たすようになるのはそう遠い日のことではないだろうし、既に実現しているものもあるかもしれない。また、例えば携帯音楽プレーヤーやデジタルカメラが学生証や社員証の代用となったり、同時に家や車のキーの役割を果たしたりするコンピューター等も出現するかもしれない。さらに未来の世界では、管理できないものなど何一つ無い、統制の行き届いた完璧な管理社会がやってくるのも夢ではない。
　まさに、神がどこにでも存在しているように世界が管理されていくようになるのではないだろうか。
　このように無限の可能性を持った、ユビキタス社会の発展を望んでいる人たちは多いと言える。




　上のA大学のアンケート調査にもあるように、男女共にユビキタス社会が発展することを7割以上の人が望んでいる。やはり、便利で統制された社会を多くの人が待っているのだろう。
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ユビキタス社会の光と陰
　ただし、利便性のみに注目し、ユビキタス社会の発展に飛びつくのは少々危険と言える。便利さゆえに起こりうる危険性をも視野に入れる必要がある。
　○○市情報科学文化センターの調べでは、ユビキタス社会の急速な発展は懸念すべきであるとする考えが全体の7割近くを占めていることが分かる。ユビキタス社会の発展による便利な社会は待ち遠しいが、いきなり急速な発展をすることに対して、不安を持つ人も多いのだろう。



　このように、急速な発展を懸念している人たちの不安を取り除くことも必要ではなかろうか。
　木村の述べる「行き過ぎた管理、行き過ぎた便利さは私たちに犯罪やトラブルといった負の恩恵をもたらす可能性をもはらんでいる。」といった警告にもあるように、便利さだけを追求した結果、大切な安全性などが失われる可能性もある。

おわりに
　ユビキタス社会は私たちに、より便利で統制された未来をもたらしてくれる可能性がある。一方、使い方を誤ると、犯罪やトラブルをもたらす可能性もある。
　これからさらに進化するユビキタス社会に向け、私たちはどのような意識で臨むべきか、今こそ考えるべき時なのかもしれない。
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